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No.11水道局からのホットニュース
「平成30年度 水道局予算について」

　日頃から横浜市水道事業にご理解ご協力いた
だきありがとうございます。
　この度水道局では、平成30年度　予算を策定
しました。平成30年度は、中期経営計画の折り
返しの年であり、目標達成の鍵を握る年である
ことから、計画の着実な推進とともに、水道事
業の将来を見据え、水道施設の更新・耐震化を
進めていきます。
　また、被災地での支援活動を通じて得た経験
や課題を踏まえた災害対応力の強化や、環境保
全、お客さまサービスの拡充などに取り組みま
す。施策や事業の実施にあたっては、民間事業
者様の力を最大限取り入れ、市内企業の育成や
経済の活性化に繋げていきます。
　その中で、平成30年度に横浜市管工事協同組
合様と水道局が連携して実施していく事業につ
いて、ご紹介させていただきます。

1 　平成29年度実施状況
　平成29年度から、災害用地下給水タンクでの
防災訓練及び発災時における応急給水作業につ
いて、横浜市管工事協同組合様に市民の皆さま
の補助として参加していただいており、災害時
給水所の応急給水資機材の保守点検委託を実施
しています。また平成29年度は委託初年度であ
ることから、地域防災拠点に設置されている災
害用地下給水タンク及びそこに併設されている
緊急給水栓の合計175か所の応急給水資機材に
て実施しました。また、105か所の災害用地下
給水タンクにおける訓練についても、地域住民
の皆さまと一緒に参加していただき、開設から
応急給水までの訓練を実施していただきました。
　また、訓練後のアンケートにおいては、訓練

参加者の市民の方からは、「発災時に横浜市管
工事協同組合が参集することは大変心強い・あ

写真 1　平成30年度　水道局予算概要

写真 2　災害用地下給水タンクにおける
応急給水訓練の様子

※�表紙は、横浜市管工事協同組合様との
防災訓練の写真としました。
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りがたい」といった声や、組合員様からは「担
当する災害時給水所を把握することで、応急給
水に対する意識が向上した」といったような本
取組に対し前向きな声をいただきました。

2 　平成30年度の取組予定
　平成30年度は、横浜市管工事協同組合様への
保守点検委託をさらに拡大し、市内の災害用地
下給水タンクや緊急給水栓及び災害拠点病院等
の約550か所で実施し、防災訓練についても約
200か所に参加していただく予定となっています。
　このような取組により、水道局と横浜市管工
事協同組合様との協定の実効性を高めていくこ
とで、災害時の応急給水体制などをさらに強化
していきたいと考えています。

3 　終わりに
　横浜市水道局はこれからも大きな地震に耐え
られるよう水道施設の耐震化に取り組むととも
に、横浜市管工事協同組合様をはじめとした民

間事業との協力関係構築、各種防災訓練の実施
など、ソフト・ハードの両面から対策の強化に
取り組んでいきます。
　横浜市管工事協同組合様と災害時の迅速な対
応を図るため、水道局との「横浜市水道施設に
係る災害時等の応急措置の協力に関する協定」
を改訂し、連携を強化させていただいておりま
すが、今後も引続き、安全で良質な水の供給に
御協力くださるようお願い申し上げます。

写真 3　応急給水資機材保守点検の様子
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― 工事講習会開催 ―
　平成30年 1 月18日（木）、午前10時と午後 2
時の 2回、当組合 3階にて（公財）横浜市建築
保全公社主催の講習会を実施しました。本講習
は、「建築保全公社による工事監理について」
をテーマに保全公社工事を担当する現場代理人
を対象として設定され、延べ93名のご出席を頂
きました。開会にあたり、保全公社・村上技術
管理課長より「本日、このような場を設けて頂
いた管工事組合の方、ありがとうございます。
また、昨年 9月、設備博に保全公社として参加
させて頂いたこと、大変感謝しております。イ
ベントを契機に市民や学生に保全公社の業務を
知って頂くことができました。工業高校の生徒
さんを対象とした見学会も開催しようではない
かと声をかけて頂いて、それに向けて着々と進
めていこうと思っております。本日は、『公社
による工事監理について』ということをテーマ
にお話をさせて頂こうと思っております。公社
の監督員・検査員はどんな視点で工事を見てい
るのか、どんなところに気を付ければ良い工事
が出来るのか、この機会がそのあたりの参考に
なればと思っております。今日はよろしくお願
い致します。」と挨拶がなされました。
　始めに、技術管理課・門田係長による、「工
事完成検査におけるチェックポイントについて」
です。完成検査時の書類面および施工面のポイ
ントについて説明がなされました。書類面では、
近時、完成検査時のトピックになる社内検査記
録の有無やKY活動記録、新規入場者教育に触
れ、これらの書類も現場常備もしくは提出を要
するとの内容でした。また、工事写真撮影時の
主要注意点も併せて紹介されました。施工面に
おいては、ダメ穴補修不備・ナットの緩み等、
今一歩の事例紹介に続き、床転がし配管躓き注
意喚起標示や冷却塔架台H鋼保護カバー等の模

範となる丁寧な施工事例が説明されました。と
りわけ、ケミカルアンカー打設においては各工
程写真を詳細に記録した資料があり、再確認も
含めて大変勉強になりました。
　休憩を挟み、設備課機械係・岡主任による「施
工体制台帳等対応について」です。平成27年 4
月 1 日の法改正（公共工事の入札及び契約の適
正化の促進に関する法律）により、公共事業を
受注した建設業者が下請け契約を締結するとき
は、金額に関わらず施工体制台帳を作成し、そ
の写しを発注者に提出しなければならない。ま
た、施工体系図を工事関係者が見やすい場所お
よび公衆が見やすい場所に掲げることが義務付
けられた。と法改正主要箇所に加え、施工体制
台帳整備の必要性・目的について話された後、
今まで提出されてきた台帳の中でも誤記載・書
類不備が多く見受けられる箇所は、建設業許可
年月日や社会保険加入・未加入・適用除外（未
加入は法的に違反状態。未加入と適用除外は全
く意味が異なる。）の誤記載、施工体制台帳作
成日と下請契約日との不整合、印紙の不備、台
帳のうち元請－ 1次下請もしくは 1次－ 2次下
請以下の再下請契約の書類不足であるのでこの
辺りは注意して頂きたいとの内容でした。また、
工事看板においては、保全公社工事において通
例、掲示が要求される標識類以外にも、状況に
より道路使用許可・道路占用許可の掲示も要す
るとの補足説明がありました。
　閉会にあたり、岩瀬設備課長より「本日は年
明け、大変忙しい時期に研修会に参加して頂き
まして、誠にありがとうございます。設備課と
して 3つの目標を掲げております。 1つ目は安
全。 2つ目が迅速。 3つ目が品質確保です。今
回の研修を振り返りますと、工事の管理につき
ましては施設管理者から工事完工または調整の

浜 管 た よ り № 478平成30年 4 月 1 日

－ 4－



段階でより多くの笑顔、または感謝の言葉を頂
くことが現場代理人として、または会社として
いい高得点に繋がってくると思っております。
一つ一つ工事ごとにアンケートを取っており、
そのアンケートは、施設管理者から頂くもので
ございますので、そこに感謝の言葉が書かれて
いますと、工事して良かったな。次も頑張ろう。
やりがいに繋がっていきます。設備は時代と共
に、今回の施工体制台帳と法令も変わってきま
す。求められるニーズ、または工事ごとに要望
も多々ありますので是非応えて頂ければと考え
ております。今日の研修が今抱えている工事に
繋がっていく、更には今後の工事に向けて役に
立って頂きたいと願っております。工事をより
良いものへ向けていければと思いますので、引

続きよろしくお願い致します。本日はどうもあ
りがとうございました。」と閉会の辞が行われ、
無事終了しました。
　結びに本講習会にあたり、保全公社門田様、
岡様、出席頂いた組合員各位に厚く御礼申し上
げます。誠にありがとうございました。
� 事務局　川村
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　平成30年 2 月10日、神奈川県管工事業協同組
合青年部様の設立20周年記念式典が、オークラ
フロンティアホテル海老名にて開催されました。
我々横浜市管工事協同組合青年部もご招待いた
だき、 3名が出席してまいりました。
　式典に先立ち、20周年記念講演が行われまし
た。講師は、人脈が広いお笑い芸人として有名
な、カラテカ入江慎也氏でした。ご自身で培わ
れたコミュニケーション術を、わかりやすく笑
いを交えながらご講演いただきました。私も今
後のためにと真剣にお話を聞いておりましたが、
真剣すぎたせいか、入江氏に「怖い。そのメガ
ネが怖い」と壇上からいじられてしまいました。
コミュニケーションを図る場ではあまり真剣す
ぎるのは良くないことだと学び、メガネの買い
替えも検討してみます。
　講演後、記念式典が開始されました。神奈川
県管工事業協同組合青年部の原敬史部長のご挨
拶から始まり、多くのご来賓の方々からお祝い
のご挨拶がありました。和やかな雰囲気の中、
式典は進行していきました。来賓として全管連
青年部協議会会長ほか 2名、川崎市管工事業協
同組合青年部会会長ほか 2名、並びに藤沢市管
工事業協同組合青年部部会長ほか 2名の各青年
部関係者の方々がご列席されていましたので、

皆様方とご挨拶をさせていただきました。その
中で横浜の青年部も全管連青年部協議会への加
入を…というお話がありました。横浜の組合内
でも佐々木理事長から加入を勧められておりま
したので、青年部としても加入に向けての協議
を進めているところでした。全管連青年部協議
会としての活動内容についてのお話も伺えまし
たので、次回の定例会にて青年部内で情報の共
有をし、今後の方針を検討していきたいと思い
ます。
　あっという間に時間が過ぎ、式典のお開きの
時間になりました。その後、 2次会にもご招待
いただき、 3名とも参加させていただきました。
2次会ではいかにも青年部らしく盛り上がって
おり、少し圧倒されながらも楽しい時間を過ご
させていただきました。
　今回の記念式典にご招待いただいた事で、横
浜の青年部としても目標にしていた他団体との
交流に向けた繋がりができたと思います。貴重
な機会をくださった神奈川県管工事業協同組合
青年部の皆様と関係諸団体の皆様に、この場を
お借りして20周年のお祝いと御礼を申し上げま
す。
� 青年部　アクアテック㈱　石山

青年部活動報告
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  研修会・ボランティア活動を⾏い、各地域での交流を図っている 

 同業者同士のつながりが広がり、仕事⾯で協⼒し合える 

 同世代で親睦を深め、経験知識の交流が図れる 

 気の合う仲間ができ、プライベートでも交流をもてる 

⻘年部ってこんなところ︕ 

横浜市管⼯事協同組合⻘年部 メンバー 

TEL︓045-681-6631 
事務局︓井口 秀一 

http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
ご連絡先 

水道局合同訓練 ⼯場⾒学 ⼯場⾒学

懇親会 

総会 

設備博 

ボランティア活動 

事務局 ︓井口 秀一 

TEL ︓045-681-6631 
http://www.yokohama-kankoji.or.jp 
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金沢支部

新 年 会
　平成30年 1 月19日（金）新年初顔合わせとな
る金沢支部新年会が金沢文庫西口、中華「鳳琴
楼」にて開催されました。新年会の前に支部会
議が行われ、改選となる本部理事候補を推薦す
る推薦委員を選出した後、金沢いきいきフェス
タでの募金の集計結果などの報告が行われ、金
子支部長の昨年の支部活動並びに本部事業への
協力のお礼と今年より本格的に始まる災害時点
検業務が増える見込みなので協力をお願いしま
すとのお話がありました。髙橋理事からは役員
改選の年となりますが少数なので各支部員に次
回支部会までに熟考していただくようお願いが
ありました。続いて高田管設（株）高田様より
平成という年号も最後の年、今年も 1年良い年
になるよう願いをこめ、待ちにまった乾杯とな
りました。乾杯のあと運ばれてくる料理を堪能
し、いきいきフェスタでの話や、次回の研修旅
行の話、また昨年行われた80周年記念事業の式
典、設備博での話などで盛り上がりながら楽し

いひと時を過ごしました。今年は都合により 9
社中 7社の出席でしたが金沢支部も例に洩れず
支部員が減少していく中、各社のご協力の中、
支部員の絆は強いのではと感じました。
� 金沢支部　編集委員　飯田　栄

支部だより
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青葉支部

青葉支部支部会
　平成30年 2 月 9 日青葉水道事務所別棟 2階会
議室をお借りして水道局との連絡会及び青葉支
部会を開催しました。平成30年に入りまして初
めての支部会です。
　局との連絡会では、最初に青葉水道事務所所
長岩田様より新年の挨拶を頂き、続いて八橋事
務係長から水道局加入金の改正について説明を
して頂きました。又、平成29年度より始まりま
した防災訓練における点検業務の今までを振り
返り、反省事項やもっとも注意する事項等につ
いても説明をして頂きました。さらに平成30年
度からは、点検業務の施設等が増えるので青葉
水道事務所と横浜市管工事協同組合青葉支部と
の関係を今まで以上に強固して頂けると励まし
の言葉を頂きました。更に、もし不明な事柄が
有りましたら何回でも研修会を開催して頂ける

とのありがたい話も頂けました。さて青葉水道
事務所との連絡会が終わりましたら、青葉支部
会です。
　此度の一番の議題は、防災訓練及び震災の時
に使用する作業服の件です。役員会の時には是
非、作業服を作ろうと言う意見が多く出ました
ので、支部会におきまして支部員の意見をお伺
い致しました。前回の支部会でも支部員の方々
にお伺いしたところ、一式の作業服、或いはベ
ストとヘルメットを準備するなど今回の支部会
で意見をお伺いするという宿題となっていまし
た。作業服については、山﨑理事に御願いして
いましたので実物を持参して頂き支部員に見て
頂きました。とりあえず、ベストとヘルメット
は配布する運びとなりました。点検業務は、各
会社で 2名配置することになっておりますので
各会社に 2名分配布する事に決まりました。平
成30年度からは、青葉支部としましては防災訓
練点検業務の時には、我が青葉支部のネームが
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入りましたベストとヘルメットを身に着けて作
業致します。 3月の支部会に間に合うように配
布したいと考えております。

� チーム青葉　青葉支部　支部長　大德　稔
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中支部

中支部研修会・支部会
　平成30年 3 月 1 日、中支部は研修会、支部会
を開催しました。
　研修会は、羽田空港にある、ANA機体整備
工場を見学しました。ANAは現在航空産業コ
ンサルティング格付け会社より、最高評価「 5
スター」を獲得しているそうです。最初にホー
ルで、ビデオを見て説明を受けました。ANA
には約4，500名の整備に携わる人間がいて、羽
田に900名、そのうち50名が女性だそうです。
ヘルメットの着用が義務付けられていて、ヘル
メットの色と頭頂部にあるラインの色で、一目
で職種と職責を識別できるようになっています。
飛行機の日常点検は17時集合でブリーフィング、
いくつもある項目をチェックして翌朝のフライ
ト時間に間に合わせるというハードスケジュー
ルでした。
　工場に行くとその広さと間近に見る飛行機の
大きさに圧倒されました。遠くで見るとわかり
ませんが、写真の工場入り口の扉一枚の大きさ
は25mプールとほぼ同じだそうで、16番扉上の
時計も小さく見えますが、直径1．5mの大きさ
と聞いて驚きました。置いてある巨大な黄色い

三角形は飛行機を持ち上げるジャッキ、三本で
機体を保持して着陸装置のチェック等に使うそ
うです。当日は、ボーイング787と777の 2 機が
点検中で、787はエンジンの中身がなく、直径
約 3 mという大きさを強烈に感じました。下か
ら見上げる垂直尾翼の高さに驚きましたが、こ
れから就航を予定しているエアバスA380は、
この整備工場の高さでは収容できず、もう一箇
所ある整備工場を一部だけ高くして収容出きる
ように改修したそうです。滑走路から離陸する
飛行機も迫力大でした。
　だれでも飛行機に簡単に乗れる時代になりま
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した。整備工場ではたくさんの人が働いていま
した。一機の飛行機を飛ばすには人手とお金が
えらいかかるものだと改めて感じました。また、
飛行機を安全に飛ばす点検は最初に個人の工具
の個数チェックを行い、最後にまた工具数を
チェックするそうです。現場の安全に通じるヒ

ントがたくさんあった研修でした。
　終了後、中華街に戻り15名が参加して支部会。
今年は役員の改選ということで、年度末に向け
た議題と次年度の計画を中心に話し合い、終了
後は和やかに懇親を深めました。
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　　有限会社　オハラ設備工業
　　代表取締役社長　小原　敬
　　横浜市港南区上永谷 5 -23-40

　暖かい春を迎え、前任の渡辺編集員より引継ぎ
今回初めての取材で、港南区上永谷の有限会社
オハラ設備工業様を訪問させていただきました。
　業務のお忙しい中、小原社長に気持ちよく迎
えて頂き、取材に対しても大変協力的で順調に
進めることができました。
　有限会社オハラ設備工業様は法人化されたの
が昭和57年ですが、それ以前から小原社長は約
半世紀にわたり設備事業に携わり、横浜市の発
展に大きく貢献されています。
　主要業務は建設会社、工務店の取引先を中心
に新築注文住宅、建売住宅の設備工事を手がけ
ておりますが、専務である息子さんが器具販売
やリフォームを積極的に行っており、幅広い事
業を展開しております。頼もしい息子さんがい
て小原社長も安心ですね。

　小原社長は業務以外でも地域への貢献を大切
にされており、日本三躰のひとつである永谷天
満宮氏子会の副会長をされています。永谷天満
宮は菅原道真公に縁があり、小原社長は『天神
信仰を未来に受け継ぐ』ために定期的な神社清
掃及び山清掃、祭典の準備や年末年始の参拝者
の甘酒接待等、人とのつながりを積極的に行っ
ています。
　小原社長は、『地域に根ざした仕事をすること』
『相手（お客様）の立場に立った対応をすること』
『何事にも感謝の気持ちを持つこと』を理念と
して日々業務を行っています。何より素晴らし
いのは、半世紀以上、港南区で活動されて地域
の方から親しまれていることです。
　頼もしい息子さんもおり、これからのオハラ
設備工業様が非常に楽しみであると共に、是非
注目してほしいお店と感じました。
　今後のご発展をお祈りいたします。
� 港南支部　編集委員　山地

あなたのお店紹介シリーズ －179－
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あなたのお店紹介シリーズ －180－

　　有限会社　ショウ設備工業
　　代表取締役　將田　光漢
　　横浜市保土ヶ谷区上菅田町536

　今回ご紹介させていただきますのは、保土ヶ
谷支部　有限会社　ショウ設備工業の將田光漢
社長でございます。
　 2年前に新社屋を建てられ新築感一杯の素敵
な事務所へお邪魔しお話をお伺いしました。
　会社は、昭和56年設立。
　昭和63年に横浜市水道局給水工事代行店の資
格を取得。
　組合への加入は、平成元年に神奈川支部に加
入し、 2年後に保土ヶ谷支部に移りました。
　当時保土ヶ谷支部は60社近くあり、支部会を
行うのも一苦労、結婚式場などの広い会場で
行ったこともあったそうです。
　設立当時は、中華街の店舗絡みの改修工事が
メインで行っておりましたが、現在は改修工事
及び直結給水への工事、給排水工事がメインと
なっております。
　社員数は將田社長と御子息を含め 4人。現在
は、御子息が大変活躍されております。
　「お客さまに迷惑のかけないように仕事を誠
実にやる。当たり前の事を当たり前にやる。」

を念頭に日々お仕事を頑張っておられます。
　趣味のゴルフは今年で30年目を迎え、平成27
年の秋にキングフィールズゴルフクラブで行わ
れた支部対抗ゴルフ大会では、將田社長が大好
きなコースの一つという事もあり、ニアピン賞
2つと個人賞 2位と堂々たる成績でした。
　お休みの日は、仲間とホームクラブでのゴル
フをするのが楽しみの一つです。
　イベントが多い保土ヶ谷支部ですが今後とも、
保土ヶ谷支部の活性化にご尽力していただきた
いと思います。益々のご活躍、貴社の発展を祈
念いたします。
　お忙しい中、貴重なお時間を快く取材にご協
力いただきました將田社長、ありがとうござい
ました。
� 保土ヶ谷支部　編集委員
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鶴見支部

市民ミュージカル� �

「アクアの肖像～ある家族の物語」
を鑑賞して�

� （平成30年 2 月11日　於）南公会堂）

　本年の市民ミュージカルは、近代水道創立
130周年を記念した物語です。
　ある日、横浜で原因不明の断水が発生した。
その調査に出た横浜市水道局職員の高森清一は
そのまま姿を消してしまった…
　そして明治時代にタイムスリップしてしまっ
た…

　日本の近代化の歴史を見ると、文久 2年（1862
年）鶴見の生麦で起きた「生麦事件」－薩摩藩・
島津久光の行列に立ち入った 4人のイギリス人
を藩士が殺傷したというこの事件は、その後、
薩英戦争から明治維新につながる事件として、
歴史に名を刻んでおります。
　尊い人命が失われたことについては胸がいた
みますが、誰しもが知っている史実が地元の鶴
見で起こったこと、その生麦事件が発端となり
近代国家の道を進んだ明治維新より150年を迎
える記念すべき本年です。

　その明治10年代は、横浜の井戸水は塩分が多
くしょっぱくて、飲料水は売っていたそうです。
コレラが大流行するなど、水道の改良が緊急と
なりました。
　当時の神奈川県知事がイギリス人技師ヘン
リー・スペンサー・パーマーを顧問に迎えて、

タイムスリップした高森清一と市民が協力をし
て幾多の問題を乗り越え工事を進め、明治20年
に給水を開始しました。
　130年前の先人たちの知られざる苦労と努力
によって、今日の安心・安全の水の横浜の水道
となりました。そんな水道にまつわる物語でし
た。
　このミュージカルの出演者、小・中・高校生
～大人のメンバーが横浜の水道施設の見学や水
道の歴史を学び、当日を迎えたそうです。
　私はミュージカルの鑑賞は初めてでしたが、
大変感激し、楽しい時を過ごすことができまし
た。ありがとうございました。

　今年 1月後半より 2月にかけて寒波による水
道管の破裂事故が多く発生し、各組合員も対応
に追われ、大変ご苦労された事と思います。
　私共も修理に参加いたしましたが、市民の方々
に大変感謝されました。
「水の有難みが身にしみました」「災害地の人々
のご苦労がよくわかりました」と、たくさんの
方々が口をそろえて感謝されました。
　蛇口を捻れば、当たり前のように出てくる水
ですが、水道の尊さを再認識する機会となりま
した。

　今後も、防災訓練及び保守点検等に積極的に
参加いたします。
　結びに市民ミュージカル公演実行委員会・ス
タッフ・横浜市水道局の皆さまに感謝申し上げ
ます。
　そして何よりも、パーマーさんに感謝いたし
ます！

� 鶴見支部　支部長　綿貫茂一

寄　稿
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磯子支部

本郷ふじやま公園
　栄区の「本郷ふじやま公園」というところを
ご存知でしょうか？鍛冶ケ谷の住宅街を抜けた
高台に位置する本郷ふじやま公園。公園に足を
踏み入れると、静かで心和む空気に包まれ、時
間を忘れてしまいそう。こちらには、約 9 ha
を有する敷地に、里山の竹林、江戸時代 末期
の建物を移築した古民家・旧小岩井家住宅など、
ここだけにしかない見所がいっぱいです。そん
な穴場スポットに散策に行ってきました。
　里山の景観を残している園内を歩いて行くと、
うっそうとした竹林が現れます。力強くまっす
ぐに伸びた竹が生え並び、ときおり葉の隙間か
ら射し込む陽光が優しく光って、幻想的な雰囲
気に。そのほか園内にはどんぐりが落ちている
コナラの林や、天気がよければ富士山が見える
スポットもあるそうです。散策路は整備されて
いて、未舗装路でも歩きやすいようになってい

ます。この日は天気が良く、木々の間からの木
漏れ日が気持ちよかったー。
　古民家もあります。鍛冶ヶ谷の庄屋さんだっ
た小岩井家のもので、平成 8年、横浜市の「パー
トナーシップ推進モデル事業」という制度を活
用して、移築、復元されたものだそうです。小
岩井家は、鎌倉幕府創設以来、46代目との伝承
があり、主屋は江戸時代末期、ペリーが来航し
た頃の弘化 4（1847）年に建てられました。9・
5間× 5間の木造平屋建てで、土間に 3連のカ
マドがあります。今回は偶然にもひな人形飾り
が展示されていました。同園で例年行われてい
る展示で、地域の人々による寄付などで集まっ
た人形が並んでいます。江戸時代後期から近年
できたものまで。昔は人形の並び方が逆だった
そうです。そんなお雛様も飾ってありました。
　この公園には駐車場があります。気軽に来れ
る場所の割には、ゆったりのんびり散策ができ
る公園だと思います。住所は「〒247‒0015　神
奈川県横浜市栄区中野町56- 1 」。
　季節によっていろいろイベントがあるらしい
ので、ちょっとした気晴らしにいかがでしょう？
� 磯子支部　編集委員　石田　朗
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本社 〒251-0875 神奈川県藤沢市本藤沢 7-3-17 

TEL（0466）83-0015 FAX（0466）80-3751
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1 ．理　事　会
佐々木理事長以下21名

平成30年 2 月22日㈭　15：00～
　①�新規組合加入者に対する補償金の件につ
いて

　②新規組合員加入の件について
　③新規賛助会員加入の件について
　④修繕紹介業務登録店募集の件について
　⑤共同受注工事配分の件について

2 ．委員会等
▼総務・財務委員会
月山委員長、小堀総務副委員長、佐々木（井）
財務副委員長、山口委員、横田委員、高田委
員、永井専務理事、井口事務局長

平成30年 1 月 9 日㈫　15：00～
　①新年賀詞交換会の件について
　②全管連青年部組織への加入について
　③支部活動補助金の支出について
　④組合員の福利厚生について
　⑤金銭出納の確認について
平成30年 2 月15日㈭　15：00～
　①組合への新規加入承認について
　②新規加入者に対する補償金について

　③部門別事業収入について
　④金銭出納の確認について
平成30年 3 月13日㈫　12：00～
　①組合会館の警備について
　②支部活動補助金の支出について
　③組合員の福利厚生について
　④金銭出納の確認について

▼事業委員会
宮本委員長、山﨑副委員長、小野委員、永井
専務理事、井口事務局長

平成30年 1 月15㈫　14：00～
　①�水道局との委託点検業務の現状と今後に
ついて

　②水道局との連絡調整会議について
　③�環境創造局との委託点検業務の現状につ
いて

平成30年 3 月 5 日㈪　14：00～
　①�水道局との委託点検業務の現状と今後に
ついて

　②�環境創造局との委託点検業務の現状と今
後について

　③路面復旧事業について

▼共同受注・資材委員会
髙橋（光）委員長、小松共同受注副委員長、
髙橋（眞）資材副委員長、平澤委員、金森委
員、木村委員、永井専務理事、井口事務局長

会　議

浜 管 た よ り № 478平成30年 4 月 1 日

－ 18 －



▼共同受注検査委員会
雪野委員長、石田委員

平成30年 1 月18日㈭　12：00～
　①共同受注事業配分状況について
　②給排水修繕紹介業務について
　③�保全公社主催の工事講習会申し込み状況
について

　④資材売り上げ状況について
平成30年 2 月13日㈫　14：00～
　①共同受注事業配分状況について

　②修繕紹介業務に係る委託費用について
　③資材売り上げ状況について

3 ．その他の会議、会合等
▼機関誌編集者会議
永井専務理事、丸山副理事長、総務委員、18
支部編集者

平成30年 3 月13日㈫　15：00～
　①第478号「浜管たより」の編集について
　②第479号「浜管たより」の編集について
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　2018年も始まったばかり、来年のことを言う
と鬼が笑うと言われるのですが、その意味は将
来のことなど前もって知ることはできないのだ
から、あれこれ言っても仕方がない。予測でき
るはずのない未来のことを言うと、鬼でさえお
かしくてせせら笑うという事ですが、平成とい

う年号もあと 1年で終わり、来年 4月30日には
天皇陛下が退位され、皇太子が即位されます。
そして新しい年号に代わることになり新しい時
代が始まります。横浜市管工事協同組合も私達、
組合員も新しい時代に希望を持てるようどう行
動できるか、鬼に笑われないように残り 1年考
えるきっかけになればと思います。

� 金沢支部　編集委員　飯田　栄

組合員及び賛助会員の新規加入状況
（平成30年 1 月～ 3月）

　組 合 員

　　・㈱エステック 代表者　横山　詔次 南区共進町 2丁目49番 1

　　・神門工業 代表者　神門　礼次 旭区二俣川 2丁目78番14

　賛助会員

　　・水道テクニカルサービス㈱ 代表者　大島　健司 旭区二俣川 1－45－45 大高ビル 3 F
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ネットワーク保守サポート

ＯＡ機器の販売・設定

東横システム株式会社 東京都大田区池上５－７－１２

担当：石橋一郎、菅原岬 電話０３－５７４８－８１４１

■複合機、ビジネスホン、パソコン、サーバー ■ホームページ作成 ・ リニューアル作業
■セキュリティ製品（ＵＴＭ、ウイルス対策） ■オーダーメイドシステム（ソフト）
■ネットワーク構築、ＶＰＮ 、現場設営レンタル ■EPSON ｽﾏｰﾄﾁｬｰｼﾞ、印刷機オルフィス
■オフィス関連商品（オフィス家具、ＬＥＤ） ■各種ソフトウエア（ＣＡＤ、申請、会計・・・）

■パソコンやサーバーのトラブル対応 ■機器の貸し出しサービス

■ネットワーク構成図の作成 ■ネットワーク構成図の作成
■遠距離操作によるリモート対応 ■ＬＡＮ、無線ＬＡＮ構築、配線作業
■サーバーバックアップのエラー通知
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取扱保険種目
ガン保険・医療保険・事業保険
火災保険・自動車保険 ほか

◇保険を見直したい！
◇会社の補償は大丈夫？
◇病気のことも心配！

http://www.vision-com.net有限会社ビジョン

取扱代理店

株式会社 ワイコム
横浜中央支店

ＴＥＬ ＴＥＬ
ＦＡＸ ＦＡＸ
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